






















殖は抑制されるが、CD40L の刺激による IL-6,VEGF 産生を増強し、気道リモデリングを増悪
させる可能性が考えられた。また線維細胞は CD4 陽性 T 細胞を活性化し、活性化した T 細胞
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不明の点が多い  (Payne D, Am J Respir 





























Lancet 2006, PAC study, N Engl J Med 























(Chesney J Proc Natl Acad Sci 1997)、末梢
血単球細胞の一部から線維細胞を分化させ
ることが可能であることを示す報告が散見
されるようになった。(Abe R J Immunol 




















































































維細胞の CysLT1R, CysLT2R の発現を検討し
た。その結果、線維細胞は CysLT1R, CysLT2R 









生に関与する VEGF や angiogenin、TGF-β1 の















けなかったが、IL-17A または IL-17E の添加
では濃度依存性に抑制された。線維細胞によ
る IL-6 産生は IL-17A 刺激では弱いものの
sCD40L 刺激が加わると著明に増加した。ま
た IL-17A 存在下で sCD40L により誘導され
る IL-6産生は IL-17Aの濃度に依存して著明
に増加した。一方 IL-17F, IL-17E は IL-6 産
生には影響を与えなかった。線維細胞の




また、線維細胞の VEGF の mRNA 発現は
IL-17A、IL-17E、IL-17F 存在下で sCD40L
刺激が加わると増加し、コラーゲン I の発現









(4) 線維細胞が CD4 陽性 T 細胞活性化に及
ぼす作用 
  線維細胞は線維芽細胞の前駆細胞として






ペプチドグリカンや Poly I:C、LPS により刺




ると IL-17 産生がさらに増強した。Poly I:C
や LPS により刺激した線維細胞と CD4 陽性
T 細胞との共培養では IL-17 産生は認めなか
った。 




細胞と CD4 陽性 T 細胞との共培養による
VEGF、IL-6 の産生増強は抗 CD40 抗体の添
加により阻害されたことから、活性化 T 細胞
の発現する CD40L と線維細胞 CD40 との相
互作用が重要な役割を持つと考えられた。 
 以上の検討結果から、病原体の種類によっ
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